
 子ども園保護者の皆様へ 

今週末の台風、そしてコロナ。新渡戸先生がお空から「気をつけなさいよ」と言って

くださっているのでしょうか?  

 

日頃より、コロナ対応に関しましては皆様のご協力のもとお子様方や保護者様、先生

方も皆様無事に過ごしておりますことに感謝でございます。先生方も人間ですので、

この厳しい状況の中、毎日の消毒やお子様方へのコロナ対応を、かなり神経を使って

毎日続けてくださっており、また、それを温かく見守ってくださっているご協力くだ

さる保護者様あってのことと心より感謝申し上げます。今、油断することなく、やは

り、目に見えないコロナや、目に見えない心の負担、そして、体への負担をしっかり

と配慮しながら、お子様と先生方の健康維持に努め、両者が笑顔の保育ができますよ

うにと考えておりますし、そして保護者様へのその「笑顔」をお届けしたいと思って

おります。もう安定しているのだから元に戻してもよいだろうというお考えも芽生え

そうになる時期ですが、そこは三密とソーシャルディスタンスが取れない「保育」と

いう環境へのご理解を、心よりお願い申し上げます。 

今週末に開催予定の運動会につきまして、下記のようにまずはこの状況をお子様への

教育的効果 教育的利益へと変換することが「私たち大人の役目」と考え心よりのお

願いを申し上げます。 

 

＜共育の願い＞ 

 

1、コロナの発生当初にお手紙を出させていただきました。その時に申し上げた言葉

「ピンチはチャンス」この運動会の開催も迷うことばかりでしたが「ピンチをチャン

ス」にしたい。 

 

2、保護者様+先生方=「一丸」となりその背中を子どもたちに見てもらいたい。 

 

3、大人の「勇気」と「自律」を見せることにより、子どもが大人(親と先生)への信頼

感を増し未来へと夢を持ってもらいたい。 

「勇気」 正しいことを行うこと=子どもたちに、どんな状況でも工夫して考えたら解

決でき、そしてどんな形だとしても受け入れる寛容さを持ち、実行に移すことが出来

る「大人の一丸」も見てもらいたい。  

「自律」 自分で考えて自分で選択して自分で行うこと=子どもたちが「大人の一丸」

を見ている時に、クラスメイトと全員で何かを行う場合には、時には決まりがあって、

それを一人一人が心がける「責任」と「協力」の姿勢があれば、子どもたちのプロジ

ェクト保育と同じように、成し遂げることができることを見てもらいたい。 

 



「勇気と自律を大人の一丸で」そして、それを通して皆様の日頃のプロフェッション

とは違う「親になる」とはどういったことなのか?を、じっくりと考える良いチャンス

「共育」の運動会となるよう心から願っております。 

 

＜大人としての自律型学習者＞ 

 

「自律」下記のことを皆さんで共有させていただき、心よりのご協力のお願い、合わ

せて、これからのお子様の未来のために、私たち大人の凛とした背中を「一丸」で見

せていきましょう。 

 

・保護者様も微熱でも熱があった場合には、ご家庭で後日動画にて運動会を観覧 

・会場内での大声での無駄話はしない 

・撮影等、ご案内の通り約束を守っての常識的な観覧  

・お子様と入場、お帰りの際も他ご家庭の方との接触を避け、速やかな入場とお帰り 

・平日開催になり実際に観覧いただけなく動画配信になった場合の対応を、親として、

大人の自律をどうお子様方に見せるのか? 

 

 尚、朝の検温、マスク着用、入場前の手の消毒に関しましては、日頃から徹底のご協

力をいただいており、改めて感謝し、ご信頼申し上げます。 

 

万が一クラスターが発生してしまった場合、以降の発表会や作品展等の行事につきま

して、開催の有無を慎重に検討せざるをえなくなります。それは、お子様にとりまし

ても悲しい結果となります。 

 

どうか今一度、New Normal についての話し合いのチャンスと捉え、私達大人がお子様

方の良い規範となれますよう、この運動会をどのような形でも開催をし、それを大人

が受容し、お子様方の「笑顔」 そして、保護者様の「幸せ」と変換できますよう、ポ

ジティブ新渡戸で参りましょう。 

心よりの皆様へのお願いでございます。    

2020. 10.7                          園長 鈴木恵美子 

追伸 

「毎年のことながら、 

雨にも負けず、風にも負けず、台風にも負けず。 

前進あるのみ。」 


